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Ⅰ  はじめに  

  現在、我が国の市町村立小学校の多くは、かつて経験したことのないたくさ

んの課題に直面している。つまり、急速な社会変化に対応できる資質・能力の

育成、教育的ニーズの多様化、支援が必要な児童や不登校児童の増加、教員不

足、働き方改革等である。どれも解決の難しい難題ばかりであるが、このよう

な困難な状況であるからこそ、教職員で話し合い、共通の目標を掲げ、それに

向けて協働的に研究・実践を重ねていくことが一層重要になっている。 

  このような考えから、子供たちが学習内容を人生や社会の在り方と結び付け

て深く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわ

たって能動的に学び続けることができるようにするために、共通実践事項を土

台とした授業改善に全職員で取り組むこととした。本論文で、その一端を記す

こととする。 

 

Ⅱ 研究の概要 

１ 主題設定の理由 

（１）教育の今日的課題から 

現代社会は、グローバル化や情報化、技術革新等が加速度的に進んでお

り、さらには、新たなウィルスの感染拡大など、予測不可能な時代を迎え

ようとしている。このように急激に変化し続ける現代社会では、知識の量

だけではなく、答えのない問いに対して、正面から向き合い判断し、一つ

の課題に対して多くの情報を吟味して、周囲の人たちと協働しながら解決

策を探す力が求められている。児童がこれからの時代に求められる資質・

能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることができるように

するためには、これまで学校教育が長年蓄積してきた、「生きる力」を生か

し、学習の質を深める「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善の取組を進めていくことも学校教育には求められている。 

 

（２）これまでの研究の経過から 

昨年度は、「主体的に学び続ける児童の育成」を研究主題として、「熊

本の学び推進プラン」をもとにした授業づくり・授業改善に取り組んでき

た。このことを通して、特に国語と算数においては、学習過程の工夫や学

習規律の共通理解、共通実践が図られるようになってきた。 
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（３）本校の児童や地域の実態から資料１  

令和４年度全国学力・学習状況調査では、算数と理科が、全国平均正答

率を上回ったものの、国語は、わずかに下回る結果であった。「知識・理解」

の定着は、全国平均を上回っており、主に「思考・判断・表現」の観点で

の課題が見られた。 

また、県学調・市学調では、国語で４・５年生が全国平均を上回り、２・

３・６年生が、全国平均を下回る結果であった。問題の内容では、「物語の

内容を読み取る」「話合いの内容を聞き取る」「文章を書く」ことに課題が

見られた。観点別では、２・３年で、「主体的に学習に取り組む態度」の項

目が、領域別では、２・３・４・６年で、「読むこと」と、２・３・５・６

年で、「情報の扱いに関する事項」に課題が見られた。 

算数では、６年生がわずかに全国平均を上回り、３・４・５年生が全国

平均を下回る結果であった。問題内容では、「小数や分数を含む計算問題」

に課題が見られた。観点別では、「思考・判断・表現」の項目が、領域別で

は、３・４・５年の「数と計算」、４・５年の「データの活用」に課題が見

られた。 

国語・算数に共通して考えられる課題は、与えられた内容から目的に応

じて、必要な情報を選択し、正確に判断・処理し、明確に表現する力が不

足しているということである。また、児童の質問紙や教職員の実態観察の

結果から、学習習慣、学習意欲、発信力（自分の意見を発表したり先生の

質問に答えたりする力）の低下が課題として明らかになった。この結果に

鑑み、今年度は、これまでの取組を土台としながら、国語科に絞り、「主体

的・対話的で深い学び」の実現を目指した授業改善や指導の工夫を進めて

いくことにした。 

 

２ 研究主題および副主題に対する基本的な考え資料２  

（１）生き生きと学び続ける児童について 

「生き生きと学び続ける姿」とは、課題をつかむ段階では、「なぜだろ

う！」「もっと知りたい！」と意欲をもって学ぶ姿。また、課題に挑戦する

段階では、「やってみよう！」「解いてみたい！」と意欲をもって学ぶ姿。

深める段階では、「伝えたい！」「聞きたい！」と意欲をもって学ぶ姿。そ

して、学習が終わってからも、「もっとやってみよう！」と意欲を高め、学

び続ける姿ととらえている。このような姿を日々の授業で繰り返していく

ことで、学ぶ意欲を高め、深い学びにつなげていきたい。 

    

（２）主体的な読みを通して思いを表現できる児童について 

「主体的な読み」とは、書かれている内容を受動的に読み取るだけでな

く、目的に応じて読んだり、問題意識をもって読んだり、既習事項と関連

付けて読んだりすること。つまり、児童が自発的に文章に向かい、豊かに

想像したり、新たな発見をしたりして自分の読みを深めていくことととら
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えている。そして、そのような深い読みを通して、友達と考えを共有し理

解するとともに、自分の思いに根拠をもって伝える姿ととらえている。 

 

３ 研究の仮説と視点 

 

仮説１：国語科の授業において、主体的な読みを通して、考えを共有し、

自分の思いを表現できる取組を継続すれば、意欲をもって生き生

きと学び続ける児童を育てることができるであろう。（授業改善） 

仮説２：基礎的・基本的な知識・技能の定着と学習習慣を形成する取組を

実施・継続すれば、生き生きと学び続ける児童を育てることがで

きるであろう。（学び合いの土台づくり） 

 

（１）仮説１ 授業改善 

 

仮説１：授業改善の視点  

①   児童に見通しをもたせ、主体的な学びをつくる指導過程の工夫 

②   主体的な読みにつなげるための教師のしかけ 

③   児童の考えを引き出す話合い活動の工夫 

 

授業改善のために、ここでは以下のことを実践していく。 

〇単元全体の振り返りシートを作成する（単元ゴールの設定、振り返り） 

〇本時の流れを共通実践する 

〇効果的な話合い活動、教師の発問等により児童の考えを引き出す 

 

（２）仮説２ 学び合いの土台づくり 

 

仮説２：学び合いの土台づくりの視点 

①   基礎的・基本的な学力向上の取組をする 

②   学習規律の徹底に向けた取組をする 

③   家庭学習充実のための取組をする 

 

学び合いの土台づくりのために以下の基礎的・基本的な学力向上の取組

と学習環境づくりの取組を実践していく。 

〇基礎的・基本的な学力向上の取組 

〇家庭学習充実のための取組 

〇学習環境づくりの取組 

４ 研究の構想  

（１）研究の方法 

授業改善を図りながら常時研究を行う。研究への意識を保つために、授

業研究会の実施、部会・チームでの話合い等を行っていく。 
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（２）研究の組織資料３  

「授業づくり」「基礎学力」「学習環境」の三つを柱として、各チームのチ

ーフを中心に全職員で研究を進めていく。 

 

Ⅲ 研究の実際 

１  仮説１ 授業改善について 

授業の取組は、以下の資料に示す。資料４・５・６  

（１） 児童に見通しを持たせ、主体的な学びをつくる指導過程の工夫 

国語科の学習においては、１つの学習単元である「読みの力」を育成す

るために、数時間の教材文を通した、基礎的な知識技能を身に付けさせる

習熟を必要とする。その学習の仕上げとして、児童の主体的な学びにつな

がる「学習単元のゴール」が存在する。この「学習単元のゴール」は、教

師が決めるのではなく、児童が学習を通して得た基礎的な知識技能を駆使

し、児童自らが日常生活と重ねて考えられるようなゴールでなくてはなら

ない。そこで、「学習単元ゴール」の設定は、第１次の段階で、教師の指導

の下、学習時の行事やその他の教科との関連及び児童の実態に応じて、児

童集団が決定するようにした。その際、必要に応じて、その「単元のゴー

ル」がどのようなものであるかイメージをもたせるために、モデルとなる

ものを提示するように改善した。 

また、児童が、学習単元全体の見通しがもてるように、毎時間の活動内

容を全て書いた「振り返りシート」を作成した。資料７・８・９このシー

トの中には、前述した「学習単元のゴール」も書き入れられるようにして

おき、児童が常にゴールを意識できるように工夫をした。「振り返りシー

ト」は、学習内容全体の流れを把握するだけではなく、その学習内容に対

する「振り返り」を記述できるようにした。このシート１枚で学習全体の

自分の伸びや課題が分かるように作成したのである。振り返りをする時間

の設定は、毎時間ではなく、学習のまとまりとなる重要なタイミングで、

自分の学びの姿を振り返られるようにした。 

振り返る際に、「何を振り返るのか分からない」と児童が困らないよう

に、具体的な振り返りの視点を、下学年用資料１０と上学年用資料１１の

２種類作成して、思考の支援に使えるように改善した。 

 

（２）主体的な読みにつなげるための教師のしかけ 

     主体的な読みにつなげるためのしかけとして、「か・が・みっ・こ・ふ」

資料１２の学習過程の徹底と「途中振り返り」を行った。本校では、これ

まで「か・が・みっ・こ」の学習過程での学習を積み上げてきている。国

語科においても、この学習過程を徹底し、毎時間の流れを明確にすること

で、児童が次に何をするのかが分かり主体的に授業に臨むことができると

考えた。 

さらに、今年度は、振り返りの活動を意識させるために、「か・が・みっ・
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こ」の学習過程に「ふ」の過程を加えることを共通理解し、国語科の授業

を中心に実践をした。その後、研修を進めていく中で、学びを整理するた

めの「途中振り返り」にも取り組むことにした。資料１３「途中振り返り」

とは、学習の中で学びをまとめ、思考を整理する時間を設定することであ

る。学習の途中で、板書や児童のノートから学習を整理し、確認すること

で、児童がここまでの思考を振り返り、次の活動にスムーズに移ることが

できると考えた。 

 

（３）児童の考えを引き出す話合い活動の工夫 

児童の困り感を解消したり、児童の思考をつないだりするために問い返

しを行うことで、課題解決に向けてのより明確な根拠がでてくることが考

えられる。そこで、教師主導の問い返しを必ず授業で行った。 

次に、学習形態を工夫した。学習形態とは、集団やグループ、または個

から人数を変化させることや教室環境を変化させること、様々な形態を工

夫することととらえた。２人組で活動するときは、向き合ったり、横に並

んだり、椅子だけを動かすなど、多様な工夫があり、学級の実態に応じて

変換させた。 

最後に、話合い活動における型の利用である。資料１４話合いの型を使

って、全員が話合いに参加できるようにした。話合い活動は、児童が自分

と異なる様々な意見や考え方と出会い、比較・検討することを通して、そ

れぞれが考え方を広めたり深めたりすることができる。しかし、話し合う

時に、自分の意見を主張することのみに集中したり、友達の意見を聞くこ

とだけに集中したりするなど、役割が偏ってしまう事が多々ある。そこで、

話合いに参加する前には必ず、全員が自分の考えをもつことを意識させた。

自分の考えを、教科書やノート、プリントなどの該当箇所に線を引いたり、

書き込んだりして、自分の考えをもって話合いに臨めるようにした。さら

に、友達の意見を問い直したり、理由を確認したりしたことで、交流を深

めた。また、グループで話し合って考えを一つにしぼるなどの活動も取り

入れた。考えを一つにした時には、なぜその考えとなったのかの理由付け

をすることも取り入れた。 

 

２ 仮説２ 学び合いの土台づくりについて 

（１）基礎的・基本的な学力向上の取組 

① 漢字・計算大会 

学期末の「漢字・計算大会」の実施に向けて、各学年で自作の問題を作

成し、課題が多く見られた内容を取り上げることにした。資料１５例えば、

２年生は、１学期には筆算での計算の習熟を図る必要があり、２学期には

九九の習得が不可欠である。このように各学年においてふさわしい内容を

吟味して、同じ問題を朝自習や宿題でも取り組ませるなど、繰り返し練習

の機会を設け、本番の「漢字・計算大会」に臨ませるようにした。また、
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大会期間後の１週間を、フォローアップ期間として設けた。この期間に、

満点を取るまで何度でも挑戦させ達成感を味わわせるとともに、基礎・基

本の定着をねらい実施した。 

② 基礎基本タイム 

毎週月曜日の朝活動をタブレット活用の時間と位置づけ、１～３年では

ｅライブラリアドバンスを、４～６年ではスタディサプリを実施した。資

料１６ｅライブラリアドバンスでは、ドリル学習を中心に行い、単元のま

とめの時期には一斉確認テストを用いた。スタディサプリでは、授業の進

度に応じて問題集や単元テストに取り組んだり、該当する講座を視聴して

内容を振り返ったりするなど、児童の実態に合わせた取組を行った。 

掲示物充実の取組として、「○年生の基本」コーナーを設置し、国語科に

おける各学年の実態に合わせた掲示物の掲示を行った。教科書の内容を中

心に、その内容を精選し、学年の掲示板に掲示を行った。資料１７  

③ 家庭学習充実のための取組 

ア 「家庭学習の手引き」の配付 

家庭学習の徹底を図るために全学年において、１学期に「家庭学習の

手引き」を配付した。資料１８また、保護者に対しても家庭学習の徹底

を意識付けするために学級通信でお知らせするとともに、授業参観後の

学級懇談会においても周知した。 

イ 家庭学習アンケートの実施 

家庭学習の実態を調査するために、昨年度と同じ内容の「家庭学習の

アンケート」を１２月に実施し、家庭学習に関する意識が昨年度とどの

ように変化したかを比較した。 

ウ 家庭学習コーナーの掲示 

昨年度実施した家庭学習に関するアンケート結果から、家庭学習につ

いて担任や専科から出される課題に対しては目的意識をもって取り組ん

でいるが、それ以外に何をどのようにすればいいかわからなかったり、

目的意識を持つことができなかったりするのではないかと考察した。こ

のことを受けて、２学期から、家庭学習について目的意識をもたせ、家

庭学習をどのように進めればよいかのヒントとするために、全校児童が

よく通る場所に家庭学習コーナーを設置し、各学年のモデルとなるノー

トを定期的に貼り替えながら掲示した。資料１９  

 

（２）学習環境づくりの取組 

① 学習規律の徹底に向けた取組 

学習規律を視覚的にとらえ、全校統一した指導を行うために、教室に６

つの掲示物を設置した。「か・が・みっ・この学び方」「発表の仕方」「ふり

かえりの視点」「声のものさし」「すわり方の約束」「学用品の約束」を常時

掲示し、児童も教師も必要なときにいつでも活用できるようにした。資料

２０「発表の仕方」については、基本的なものに絞って掲示し、児童や学
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級の実態に合わせて言い方を増やすなど、柔軟な指導ができるようにした。 

② 並行読書 

児童が、読書をすることを通して主体的に学ぼうとする態度を育てるこ

とをねらい、学期に２回程度、鏡図書館から借りた本を、各学級１５冊ず

つ学級文庫として設置した。鏡図書館と連携し、その時期に学習する教科

書教材と関連した本を選書した。また、国語科の単元によっては、鏡図書

館や学校図書館から関連図書を３０冊程度揃え、学習に活用した。資料２

１  

③ 言葉の広場の充実 

校内に各学年の掲示場所を設定した。各学年の学習や実態、季節にふさ

わしい「詩」や「俳句」「ことわざ」などを掲示し、奇数月に貼り替えた。

また、児童が読んでみたくなるようなイラストや書体、色などを工夫した。

資料２２  

     

Ⅳ  結果と考察 

１ 仮説１ 授業改善について 

（１）児童アンケートの結果から 

国語科の授業や家庭学習について、６月、１１月に児童への意識調査を

行った。資料２３質問 1 の結果から、「不思議に思ったことを調べること

を習慣化している児童」の割合が１４．２ポイント増加したことが分かる。

質問２の結果から、「学習課題の解決を目指して主体的に取り組んでいる

児童」の割合が６．１ポイント増加したことが分かる。質問３の結果から、

「授業で自分の意見を積極的に発言できていると実感している児童」の割

合が４．６ポイント増加したことが分かる。質問４の結果から、「学習内容

を見直し、次の学習に取り組んでいる児童」の割合が１．２ポイント増加

したことが分かる。この「国語科の授業に関する意識調査」の結果から、

すべての項目において伸びが見られ、児童が主体的に授業に参加するよう

になったといえる。また、「家庭学習の意識調査」においても、全学年にお

いて伸びが見られた。家庭学習に取り組む姿から、「やってみよう！」「も

っとやってみよう！」と、意欲をもって学ぶ結果につながったのではない

かと考えられる。 

 

（２）「児童に見通しを持たせ、主体的な学びをつくる指導過程の工夫」では 

国語科の主要単元で、「振り返りシート」を作成し、学習単元のゴールを

児童と共に設定したことで、「次は、虫の図鑑を作りたい。」資料７－２や、

「場面の変化を捉えられるようにしたい。」資料９－１など、学んだことか

ら次の学習に生かせそうな振り返りの記述が見られるようになった。これ

は、児童自らが主体的な学びを創ろうとしていると考えられる。つまり、

「学習単元のゴール」を教師だけで決めたのではなく、児童自らが、身に

付けた基礎的な知識技能を活用して取り組もうとする「学習単元のゴール」

の設定をしたからこそ、学習の意欲が高まり、次の学びへと向かうことが

できたのだといえる。 

また、振り返りの在り方については、入門期となる１年生の６月時点で
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は資料７－１のように学習の姿を記号による自己評価で行い、学びを積み

重ね、資料７－２のように学習で身に付けさせたい言葉を使って、文章で

記述できるように段階を踏んでいった。２年生以上の学年では、振り返り

シートの中に使いたい言葉（身に付けたい力のキーワード）を表記したこ

と資料８－２・９－２で、児童がそれを意識するようになり、自分にどん

な力が身に付いたのか自覚するようになった。これは、学習内容の確実な

定着へとつながっているといえる。学習単元の流れも一目瞭然で、児童は

学習に見通しをもって、抵抗なく学習に臨むことができた。 

振り返りをする際の支援として、必要な時には、振り返りの視点を提示

したので、それを意識して学ぶことができるようになってきたことが振り

返りシートの記述からもうかがえた。資料７・８・９  資料２４  

                            

（３）「主体的な読みにつなげるための教師のしかけ」では 

① 「か・が・みっ・こ・ふ」学習過程の徹底  
「か・が・みっ・こ・ふ」学習過程の徹底を通して、授業の流れや板書

が統一されることによって、毎時間の流れを児童も教師も意識できるよう

になった。また、全学年で共通実践を積み重ねることで、どの学年におい

ても学習の流れをつかんで授業に臨むことができた。このことで、児童が

次の活動に見通しをもって取り組むことができ、児童からは、『「みっ」

のときに、みんなに聞いてもらおう！』といった前向きな声が聞こえるよ

うになってきた。  
一方で、単元の内容や学習によっては、この「か・が・みっ・こ・ふ」

学習にそぐわない場合もあった。このことからもこの学習過程の柔軟な活

用や活用方法の再確認が必要である。  
② 「途中振り返り」の実施と個に応じた指導 

授業の終わりだけでなく授業の途中で振り返りの活動を取り入れるこ

とで、これまでの学習を整理したり、板書やノートを再確認したり、それ

をもとに自分の考えをまとめたりすることができた。学習が遅れがちであ

った児童もこの途中振り返りにより、学習に追いつくことができた。５年

生の授業実践では、「途中振り返り」で、筆者の考えや要旨の書き方を押さ

えた。このことにより、学習が遅れがちな児童だけでなく、多くの児童が

要旨をまとめるときのポイントを想起することができ、主体的に要旨を書

く活動に取り組むことができた。この「途中振り返り」は、他の教科にも

いかすことができ、次の活動がよりスムーズに展開できるといえる。 

また、個に応じた指導として、５年生の授業実践では、構成や内容をつ

かみやすくするために、学習が遅れがちな児童のためにヒントカードを用

意した。特別支援学級での授業実践においても、課題解決を図るために、

問い返しをしたり、動作化をしたりと、個に応じた指導を行うことで、一

人一人の理解を深めることにつながった。 

これらのことから、途中の振り返りや個に応じた指導をすることは、児

童が自発的に文章に向かい、自分の読みを深めることに有効だったと考え

る。 
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（４）「児童の考えを引き出す話合い活動の工夫」では 

問い返しでは、教師主導で児童と児童の意見をつなぎ、思考を整理する

ことができた。また、個人の意見を尋ね直すことで、より明確な根拠を児

童から引き出すことができた。低学年での話合い活動では、「○○さんの言

いたいことってこう言うこと？」など自分たちなりに児童の意見をつなご

うとしていた。また、「そういうやり方もあるね。」「この考え方と似ている

ね。」など意見の相違点にも着目することができた。高学年では、意見を削

ったり集約したりして自分たちでよりよい意見にまとめ、自分たちで意見

の問い返しをする姿も見られるようになった。 

学習形態の工夫では、個で考えた後、全体で交流したり、ペア学習では、

向き合ったり椅子だけ動かしたりとその状況に応じて変化させるなどの

工夫により、集中力や学習効果を高めることにもつながった。 

話合いの型を提示することで、どの児童も自信を持って自分の意見を述

べることができた。また、司会役やまとめ役などの役割を輪番制にして経

験を重ねたことで、話合いにつまずく児童が少なくなった。意見が滞った

り意見がまとまらなかったりしたときには、今までの経験から自分たちで

話合いをまとめることもできた。 

話合いに参加するために、自分の意見をもつことで、自分の立ち位置を

はっきりし、自分の考えを説明したり、主張したりすることができた。自

分の考えを素直に表現し、相手の考えを共感的に聞くことは思考の広がり

や深まりにつながった。また、互いに問い直したり、理由を確認したりす

ることで、考えの相違点が明確になり、活発な意見交流となった。意見を

まとめるときには、なぜその意見がよいのかについてもそれぞれが意見を

述べ、根拠に説得力がある事柄が選ばれる事が多く、全体で共有するとき

にもその理由がとても生きていた。他者に伝えることによる思考の整理や

他者からの情報による新たな気付きや発想につなげることができた。 

以上のことから、学び合いの場面に話合いを取り入れ、読みを交流させ

ることは、児童が主体的に読みを深めることに有効であったといえる。 

 

２ 仮説２ 学び合いの土台づくりについて 

（１）「基礎的・基本的学力向上の取組」では 

① 漢字計算大会 

基礎・基本の定着のために、漢字・計算大会の練習期間やフォローアッ

プ期間を設けて同じ問題に何度も取り組んだことは、「繰り返し練習する

と力がつき、やればできる」という自信にもつながった。学級懇談会でも、

事前にこの取組について家庭へ啓発していたこともあり、取組に協力的な

家庭が多かった。本番で満点をとった児童には、満点賞を渡すことで、さ

らに意欲の向上につながった。資料２５漢字大会・計算大会の問題は、い

つでも確実に正解することができるという自信をもっている児童が多く、

自己肯定感を高めることにもつながり効果的であった。  
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しかし、漢字・計算大会で習得させたい基礎・基本の内容は、毎学期間

の広範囲から厳選し、児童の実態も考慮して作成するため偏りがあり、問

題数もあまり多くはない。今後は、さらに内容の充実や、そのほかの基礎・

基本の定着のための取組の充実の必要性も感じられる。 

② 基礎基本タイム 

タブレットでの学習において下学年では、ドリルを活用するときは個人

の実態に応じてドリルの基本・標準・挑戦それぞれに取り組ませるように

した。児童の学習内容の習熟度に合わせて問題のレベルが選択できて自分

のペースで取り組めるので、安心して学習する児童の様子が見られた。ま

た、確認テストを用いるときは、教師配信で一斉に行ったので学級全体の

習熟度を単元テスト前に確認することができた。そこから、再度ドリルで

取り組む内容を精選でき、基礎的・基本的な学力の定着につなげられた。

上学年では、確認テストに取り組む場合は正答率９０％以下ではフォロー

アップシートが自動配信されるように設定した。苦手な問題に対して繰り

返し取り組むことができたので、再度同じ確認テストに取り組むときは、

初回よりも正答率が向上し、児童の苦手克服につなげることができた。 

掲示物の取組として、掲示する内容を児童の苦手とする内容に精選した

り、児童がよく通る場所に設置したり、日替わりで変えて児童の興味を引

くような工夫をしたりした。また、掲示をしているだけでは、児童に定着

しているかが把握できないため、掲示物の内容をさらに精選し、５分程度

で取り組める小テストを自作したり、授業の導入で確認したりして、児童

自身が学習に使うことを目指した。資料２６日替わりで掲示物が変わるた

め、児童は、「今日は何かなぁ？」と足を止め、問題を解く様子がほぼ毎日

見受けられ、楽しみながら基本を身に付けようとしている様子が見られた。

資料２７  

 

（２）家庭学習に関するアンケート結果から 

１２月に実施した家庭学習に関するアンケート結果と昨年度の同アン

ケート結果を比較してみた。その結果以下のことがわかった。資料２８「①

決まった時刻に家庭学習に取り組んでいるか。」の質問に、「いつも」と回

答した割合が２．８ポイント増加、「②何をするか考えて家庭学習に取り組

んでいるか。（３年生から６年生まで）」の質問に、「いつも」と回答した割

合が、５ポイント増加が見られた。一方、「③学習時間を決めて家庭学習に

取り組んでいるか。（５年生と６年生）」では、ほぼ変化は見られず、「⑤テ

レビを（音楽、ゲームを含む）などを消して家庭学習に取り組んでいるか。」

の質問には、「いつも」と回答した児童が、２．３ポイント減少し、「全く」

の回答が、１．９ポイント増加した。 

家庭学習コーナーに掲示してある自学を見て、「字がきれいだね」、「こ

んなふうにしているんだね」、「この子の自学すごいね」など、立ち止まっ

て掲示を見ており、興味関心があったように感じた。また、お手本となっ
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た児童にとっても「私の自学が張ってあります」と嬉しそうに話す姿が見

られ、学習意欲の向上につながった。 

このことから、「家庭学習の手引き」の周知と併せて家庭学習コーナー

を設けたことで、児童自身が家庭学習で何をすべきなのか具体的に理解す

ることに繋がったと考えられる。 

一方で、昨年度と比較してテレビや音楽などのメディアをつけながら学

習している児童が増えていることから、メディアが学習意欲に及ぼす影響

を検証するとともに、メディアの使用方法についても今後、児童・保護者

等に啓発していく必要がある。 

 

（３）「学習環境づくりの取組」では 

学習規律の徹底に向けた取組では、１１月に行った職員へのアンケート

調査によると、「ふりかえりの視点」「学用品の約束」「声のものさし」は活

用できたとの回答が多かった。学級の実態に合わせて活用することで一定

の効果が見られた。また、奇数月の第１週目を「学用品の約束週間」と設

定し、学級通信で各家庭へ周知を行った。各学級においても、児童が教師

と一緒に筆箱の中身を確認する時間をこの期間中に設け、徹底を図った。

学用品を整えることで、より学習に集中できる児童が見られるようになっ

た。 

並行読書では、廊下や教室内の児童の目に触れやすい場所に、表紙が見

えるように並べたり、落ち着いて読めるような環境づくりを行ったりと工

夫したことで、児童が意欲的に図書に親しむことができた。また、関連す

る単元の学習の中で児童が目的意識をもって読書をすることを通して、考

えを広げたり深めたりする姿や主体的に学ぼうとする姿が見られるよう

になった。資料２９今後は、授業の中で活用することも考え、児童全員分

の冊数を確保していくことが課題として挙げられる。 

言葉の広場の充実では、各学年の掲示場所を設定し、学習や実態、季節

にふさわしい詩や俳句、ことわざなどを精選して奇数月ごとに掲示した。

１１月に行ったアンケート調査では、７６．６％の児童が読んでいたこと

が分かった。児童の感想には、「○○の詩が気に入った」「貼り替えがあっ

たらいつも見ていた」などがあり、授業以外の場で学びに向かおうとする

児童の姿が見られた。資料３０しかし、中には掲示物に気付かずにいた児

童もいたことから、さらに魅力的な作品の精選や、よりよい掲示場所の選

定、教師の言葉かけを工夫していくことが必要である。 
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課題 

▲「か・が・みっ・こ・ふ」の学習過程の柔軟な活用や活用方法の再確認  
▲児童が主体的に話し合い、より考えが広がり深まる話合い活動にするた

めに、問い返しや個に応じた指導など、教師のスキルを高めていく  
▲学力向上に向けての取組の充実やその他、基礎・基本の定着のための取

組を充実させていく 

▲児童の学習環境の充実のための市立図書館等、他機関との連携や保護者

への啓発  
 
 

Ⅴ   おわりに 

現在の子供たちを取り巻く状況、予測困難な将来に、一人一人の児童にどの

ような力を育成すべきなのかを全職員で考え、共有することから、今年度の研

究はスタートした。 

本校においては、昨年度までの３年間の研究で「熊本の学び推進プラン」に

基づいた授業づくりを目指した、教師一人一人の授業改善を行ってきている。

これまでの研究を通して培ってきた経験値を新たな職員で共有し、さらに新た

な取組に挑戦することで、「生き生きと学び続ける児童」の育成は一定程度の成

果がでたといえる。そこには、我々教職員の中で「継続・協働・挑戦」という

３つの意識の共有ができたことが大きな要因となった。３つのチームを中心に

全員で議論し、実践を重ねてきた９ヶ月間であった。 

本研究の成果と課題を踏まえ、今後も「生き生きと学び続ける」児童の育成

を目指し、学びの主体である児童を中心におきながら、教育実践を全職員で積

み重ねていきたい。 
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生き生きと学び続ける児童の育成 

～主体的な読みを通して、考えを共有し、自分の思いを表現できる児童の育成～ 
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資料１  県学調・市学調（令和４年１２月実施）より  

   

国語 

学年 全国平均正答率を上回った学年（〇） 

２年  

３年  

４年 〇 

５年 〇 

６年  

 

    課題 

    【問題の内容】 

・物語の内容を読み取る 

     ・話し合いの内容を聞き取る 

     ・文章を書く 

    【観点別】 

     ・主体的に学習に取り組む態度（２・３年） 

    【領域別】 

     ・読むこと（２・３・４・６年） 

     ・情報の扱いに関する項目（２・３・５・６年） 

 

 

    算数 

学年 全国平均正答率を上回った学年（〇） 

２年 〇 

３年  

４年  

５年  

６年 〇 

 

    課題 

【問題の内容】 

・小数や分数を含む計算問題 

【観点別】 

・思考・判断・表現 

【領域別】 

・数と計算（３・４・５年） 

・データの活用（４・５年） 

 

 

 

 

 



資料２  研究構想図  

 

資料３  研究組織図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料４  下学年部の授業の取組  

 



 



資料５  上学年部の授業の取組 

 

 



 



資料６  特支部の授業の取組 

 

 



資料７－１  単元のゴールと単元の全体が見通せる振り返りシート（１年生）  

 

 

 

資料７－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入門期の振り返りシート 

学習内容に対する振り返りを記述でき

るようにした。 

記号によって自己評価できるようにした。 

単元のゴールを書き込めるよ

うにした。 



資料８－１  単元のゴールと単元の全体が見通せる振り返りシート（３年生）  

 

 

 

資料８－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記号による自己評価と併せて、学習内容に対する振り返

りができるようにした。 

振り返りで使いたい言葉を表記して、児童が単元で身に付けたい

力を意識した振り返りを記述できるようにした。 



資料９－１  単元のゴールと単元の全体が見通せる振り返りシート（５年生）  

 

 

資料９－２  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りで使いたい言葉を表記して、児童が

単元で身に付けたい力を意識した振り返りを記

述できるようにした。 



資料１０  下学年用振り返りの視点

資料１１  上学年用振り返りの視点  

 

 

聞き慣れた言葉を頭文字

にして、スムーズに振り返

りを書くことができるよう

した。 

振り返りの視点をもとに授業でどのような

力がついたか言語化しやすくした。 



資料１２  「か・が・みっ・こ・ふ」の学習過程 

 

 

 

」 



資料１３  学びを整理する 鏡小版「途中振り返り」  

  



資料１４  話合いの型  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話合いを成立させるための「話合いの型」（３年生） 

「話合いのつなぎ言葉」（５年生） 

話合いを成立させるための４つの視点を児

童と確認し、意識して話合いができるように

した。（５年生） 



資料１５  漢字・計算大会問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１６  タブレット活用の時間の様子 

 

  

漢字・計算大会本番まで５回程練習

をした。 

学習意欲につなげるため、採点の際

はコメントを記入する等の工夫をし

た。 

１～３年生は、e ライブラリアドバンスに取り組んだ。 

４～６年生は、スタディサプリに取り組んだ。 



資料１７  「○年生の基本」コーナー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１８  家庭学習の手引きと学級通信での家庭への啓発  

 

 

 

 

児童への配付と併せて保護者用の「鏡小家庭学習の進め方」

を各家庭に配付し、学級通信でも啓発を行った。 

国語科の内容を中心に各学年の実態に応じて掲示

した。 



資料１９  自主学習ノートの掲示  

 

 

資料２０  教室掲示用シートの抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童がよく通る場所に

各学年のモデルとなるノ

ートを掲示した。 

全 校 で 統 一 し た ６ つ の 掲 示

物を全教室に掲示した。 



資料２１  並行読書のための環境づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２２  言葉の広場の掲示物  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童が読みたくなるようなイラストや書

体、色なども工夫した。  

鏡図書館と連携し、国語科の学

習教材と関連した本を精選して設

置した。  



資料２３  児童アンケート 肯定的な回答の変容 

 

  



資料２４  「振り返りの視点」を活用した振り返りシート記述  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２５  満点賞の賞状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満点を取った児童には、賞

状を渡した。 

※画像は高学年用の賞状 



資料２６  掲示から作成した小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２７  掲示コーナーを見ている児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料２８  家庭学習に関するアンケート結果 

  



資料２９  単元の学習に関連する図書を読んでいる児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３０  言葉の広場の掲示物の詩を読む児童と付箋に書かれた児童の感想 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲示物の近くに付箋紙を置いて、個人の感想を書けるように

した。 

児童の読みやすさを考え、学年に応じて視線の高さに並べたり廊下

にベンチや椅子を置いたりした。 


